
                           平成２６年１０月２７日 

 

第３０回 

厚木伊勢原ケーブルネットワーク(株) 放送番組審議会 

                    ＜議事録＞ 

 

 

   １．日時  平成２６年１０月２７日（月） 午前１１時 ～ 午後１時 

  ２．場所  厚木アクストメインタワー  ５階  Ａ会議室 

  ３．出席者 

    ［放送番組審議会委員］ 

        （敬称略 アイウエオ順） 

相原 保    厚木市役所政策部  

市制 60 周年東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ担当部長 

神崎 良一   宮ヶ瀬ダム水とエネルギー館 館長 

北村 正敏   ㈱スタジオ２４６ 代表取締役社長 

多村 幸雄    厚木商工会議所 相談役 

田村 洋子   NPO 法人日本わらべうた協会 理事長 

秦  和男   厚木なかちょう大通り商店街振興組合 理事 

 

    ［厚木伊勢原ケーブルネットワーク(株)］ 

        近藤 正記   取締役社長 

田辺 厚    放送部 部長 

柴田 隆    放送部 放送制作課 課長 

      

 

欠席者 

        （敬称略 アイウエオ順） 

齊藤 健一   前㈱厚木テレコムパーク 常勤監査役 

 

４．議題 

（１）委員の委嘱式 

本年度の審議会委員 7 名。 

新委員 相原保氏の紹介 

 

（２）厚木伊勢原ケーブルネットワーク(株) 挨拶 

忌憚なき意見のお願い 

 

（３）会長副会長の選出 

事務局より、会長に秦 和男委員、副会長に北村 正敏委員を推薦 

賛否の結果 

平成 26 年度厚木伊勢原ケーブルネットワーク放送番組審議会 

会長  秦  和男氏 

副会長 北村 正敏氏 に決定 

 



（４）会長、副会長あいさつ 

        

   （５）平成 26 年度上期の放送について 

事務局より報告 

神奈川県ケーブルテレビ協議会共同制作の番組について 

・ 4 月より県内のアスリートを取り上げる「かながわ情熱アスリート」を放送開始。県

内ケーブルテレビ局の共同制作番組。1 ヶ月 1 本の制作。 

・ 昨年に引き続き共同で高校野球の生中継。5 月に春季大会、7 月に夏の大会、9 月に秋

季大会を放送。 

・ 11 月には湘南国際マラソンの放送を予定している。 

自主番組について 

・8 月の鮎まつりは、花火大会は生中継、ダンスレジェンドも録画放送。 

・上期の特別番組について説明。 

・市役所からの要請で台風の際に災害情報のテロップ放送を実施。 

 

番組についての意見交換 

委員より 

・ 高校野球のイメージはＴＶＫが強く、ケーブルテレビで放送やっている印象は弱いが

続けていくことで定着する。 

・ 以前放送していた文字放送「お知らせ」はサークルのイベントなどの情報を気軽に投

稿できて紹介してくれていたので復活を望む。 

・ 「けーぶるにっぽん」などは見ごたえを感じる良い番組。 

・ 災害情報の放送は、今後も行って欲しい。 地上波では、全国単位の情報でエリアの

緊急情報がＴＶで放送されれば加入者も喜ぶはず。 

・ 特別番組の制作の基準は明確か？ ニュースでの取り上げ、特番でのとり上げなどそ

の判断基準が必要である。 

・ 他のエリアのジャズの番組が放送されていた。市内のジャズナイトのようなイベント

も特別番組として取り上げて欲しい。 

・ ドリーム・ドリーム・ドリームのような市内の子供たちの舞台を放送して欲しい。 

・ ケーブルテレビには民間放送とは違う切り口が必要。会社として番組のコンセプトを

明確にして欲しい。 

・ 視聴者としては地域性の高いホットな情報が欲しい。 

・ 今年は市制 60 周年でイベントがたくさんある。変わったイベントもあるので是非取り

上げて欲しい。ケーブルテレビとしても 60 周年に絡んだ番組や企画を独自にするとい

い。 

・ 放送される情報にホットな感じが伝わってこない。 前日や直近に起こったことは、

暗い話題でもトピックになる情報を放送して欲しい。 

・ 神奈中バスは広告的なイメージが強い。お店だけでなく企業や、大学、市内の名所旧

跡も旅すると良い。 

・ 神奈川県の校歌祭なども放送して欲しい。 



・ 今の子供たちは古典に触れる機会が少ない、厚木には人形芝居など文化財も残ってい

るので古典をテーマの番組も放送して欲しい。 

 

６月放送の特別番組「絆リレー」を視聴 

      委員より 

・ 参加者ばかりの映像でなく、コース周辺の情景なども入れると視聴者としてはもっと

興味を持てる。 

・ 主催者のＰＲ番組のようにも感じる。主催者側のコメントのほかに参加者のコメント

も入れたほうが良い。 

・ 絆というテーマをもっと掘り下げないと意味が伝わらない。 

・ こういった地域で活動している団体を探して取り上げることで地域に根ざす番組がで

きる。 

・ 人に伝えたいという気持ちを持ったお年寄りもたくさんいる。そういった方の話を残

すこともケーブルテレビで行って欲しい。 

 

などの意見がありました。 

 

   （５）厚木伊勢原ケーブルネットワークより謝辞 

    審議会の意見を今後の番組作りに活かします。 

 

 

以上 

 

 

   


